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日本藻類学会

日本藻類学会は昭和27年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる.

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し， 会員に無料で頒布する.普通会員は本年度の年会費5，000円(学生は

3，500円)を前納するものとする。団体会員の会費は8，000円，賛助会員の会費は1口20，000円とする.

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生 2-4-16r学会センターピ
Jj..内」 日本学会事務センター宛に， 原稿の送付およびパックナンバ一等については 108東京都港区港南4-5-7東

京水産大学水産植物学教室内日本藻類学会宛にされたい.

The Japanese Soeiety of Phycology 

The Japanese Society of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any 
aspect of phycology. Either individuals or organizations may become members of the Society. The 
Japanese Journal of Phycology (SORUI) is published quarterly and distributed to members free of 
charge. The annual dues (1981) for overseas members are 6，000 Yen (send the remittance to the 
Buisiness Center for Academic Societies Japan， 4-16， Yayoi 2-chome， Bunkyo・ku，Tokyo， 113 Japan. 
Manuscript for the Journal should be addressed to the Japanese Soceity of Phycology， c/o 
Laboratory of Phycology， Tokyo University of Fisheries， Konan 4 chome， Minato-ku， Tokyo， 108 Japan. 
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日本藻類学会第 7回大会のお知らせ

日本藻類学会昭和58年度 (第7回)大会を下記の要 てお知らせします。)，スライド総枚数，映写JI頂序，上

1iTiで/JflllUします。本大会は北海道大学理学部附属海泌 辺マークを記入して下さい。同一図，表をくり返しl決

研究施設創設50周年を記念して室{浦市で開催されます。 写しfよい場合は，同じものをそれに見合う枚数でご用

泣いところで参加者各位には大変ご迷惑なことと存じ 意下さい。

主すが，ふるってご参加されることをお願いします。

(1) 期 日 I l{i和58年 7 月 25 日(月 ) ~26 日(火)

(2) 会 場室蘭プリンスホテル 祭蘭l行中央JIlJ

1丁目 4稀 9号TEL0143-22-5555 

同鉄室蘭釈(室前木線終抗駅下I/I，函館方面から列

車ご利用の方は東室蘭駅で乗り換え室蘭駅へ， 札幌及

び千歳空港ーから電車L特急ライラックご利用の方は終

着駅，他の特急、をご利用の方はやはり東宝l踊駅で釆り

換えて下さい。)から徒歩5分。東室政j駅からパスご

利用の方は道南ノミス*田Tターミナノレ発，中央町または

宅l鋪駅行きで中央町下車 (30分，料金 170門)ホテル

スライド総枚数

l決:引I/Wi':

ー-:.II，く 塗 りつぶす
(ー卜ー辺マーク)15 3

回
口亡コ

部i:Ji孫号 講演者名

の前に停車します。

なお， 30巻4号で会場は室蘭l行文化センターとご案 (7) 宿泊案内 下記の宿泊施設リストを参照し，各

内しましたが，今般都千?により室蘭市プリンスホテル 自でお早めに直接巾込んで下さい。

に変更になりましたので‘ご了及下さい。 ①室蘭プ リンスホテノレ 室蘭市中央IUJ1丁目4-9

(3) 研究発表 今回は会場の都合上，発表形式を口 T E L 0143-22-5555 シングノレ 苦6，500

頭発表のみとしますのでご了承下さL、。発点Ll:1IP'Um ツイン Y11， 100 大会会場，学会員は優先予

につき討論を合め15分とします。 約できるよう配慮してあります。)

(4) 参加申込み 講演の有無にかかわらず，大会に参 ②室蘭パータホテル 室蘭市中央町3丁FI3 -10 

加を希望される万は，同封の振替用紙にてお申込み下 T E L 0143-24-8090 シングノレ Y4，000 

さし、。参加貨は2，000円です。懇親会 (7月25日夜間 ツイン 百7，000 徒歩10分)

催)に出席希望のブiはさらに会'JI.(2， 000内を添えてお ③ホテノレハーパ一 室蘭市沢H汀4-11

送り下さし、。 TE L 0143-23-8888 シングノレ 苦4，000

なお，学会/JfH佳前日の7月24日(日)には海泌研究施 ツイン Y7，000 徒歩5分)

設創設50周年記念の式典等が下記のとおり開催されま ④ふみ野旅館 室蘭市非西IIIJ8-6

す。大会参加者には，参加申込み締切 り後にあらため T E L 0143-22-8281 素泊り 苦3， 500~4， 000

てご案内いたしますのでよろしくお願いします。 朝食 Y700 徒歩3分)

公/}日議演会午後 l時室蘭市労働会館 ⑤旅館活川 室蘭市務西l可7-17

記念式典午後41時室蘭プ リソスホテノレ T E L 0143-22-1871 素泊り 1:3，000 朝食

記念祝賀会午後5時 Y500 徒歩3分)

(5) 講演申込み 講演ご希望の方は，氏名(共同の場 ⑥ピジネ久ホテルオーシャン 室蘭市幸町14-19

4寺は泌者に。印)，所属，題名，要旨 (A4 400字詰 T E L 0143-23-1191 シングノレ Y4，000 

原稿用紙横i!?き使用，題名共600字以内)を添えて大 (徒歩15分)

会準備委員会までお申込み下さい。 ⑦ピジネスホテノレつるや 室前市木町2丁目 1-6

(6) 発表 方法 円頭発表に限ります。閃 ・3をはすべ TEし0143-23-2183 素泊り 喧3，000 朝食

て35mmスライドに限り，久ライド枠には，下閣のよ Y500 (徒歩15分)

うに議航行氏名，講演者番号(後日大会プログラムに



③蜜蘭第一ホテル室蘭市中島町3丁目21-6

T E L 0143-43-8881 シγグル苦3，800

ツイン 苦7，600 園鉄東室蘭駅から室蘭駅ま

で列車で約15分)

⑨室蘭パレスホテル室蘭市中島町3丁目 5

T E L 0143-43-0888 シングル V3，8Q0 

(国鉄東室蘭駅から室蘭駅まで列車で約15分)

⑮ピジネスホテル室蘭ロイヤル 室蘭市中島町2丁

目21-11 T E L 0143-44-8421 シシグル

ちe4，000 ツイン V6，800 国鉄東室蘭駅まで

徒歩10分，室蘭駅まで列車で約15分)

⑬室蘭グPーンホテル室蘭市中島町1丁目25-7

T E L 0143-45-1151 シシグル菅4，400

ツイ y 可e8，000 国鉄東室蘭駅まで徒歩15分，

室蘭駅まで列車で約15分)

⑫室蘭プラザホテル室蘭市東町2丁目14-2

T E L 0143-43-5115 シγグル百e4，000

ツイ γ 苦7，500 (国鉄東室蘭駅まで徒歩5分，

室蘭駅まで列車で約15分)

⑮ピジネスホテル北海室蘭市日の出町1丁目19ー

14 T E L 0143-44-4285 素泊りV3，400

(目の出町2丁目バス停からパス東町パスターミ

ナル乗り換え中央町まで約40分)

@旅館春日j館室蘭市輸西町1丁目16

T E L 0143-44-2168 素泊り V3，500 

(輸西駅前バス停からパスで中央町まで約20分)

⑬大沢旅館室蘭市輸西町1丁目 7

T E L 0143-44-3168 素泊り苦3，000-4，000

(輪西駅前パス停からパスで中央町まで約20分)

(8) 大会参加申込み締切り

昭和58年4月即日也〉

(9) 申込み先，要旨送り先

〒051 室蘭市母恋南町1丁目13番地

北海道大学理学部附属海藻研究施設内

日本藻類学会第7回大会準備委員会

振替小樽9-18642

電話 0143-22-2846 

室蘭市宿泊施設案内図


